
福山市立多治米小学校 

 

１．学校教育目標や学校経営方針等を実現するに当たっての課題 

 算数に関する基礎的・基盤的な知識及び技能の定着 

（下学年における学習内容の定着が不十分であるため、当該学年の学習についていけない児童が多数

存在しているが、現状では、時間的制約等により、十分対応できていない） 

 

２．調整授業時数の活用方法の詳細 

○裁量的な時間 

  (ｱ)子供の資質・能力の育成に特に資する教育活動 

原則毎週、算数に関し、その週の授業等の内容や児童の理解度・認知の特性などを踏まえた学び直し

の時間（下学年の内容を含む）を設けることにより、中学校における数学の学習の基盤となる力をす

べての児童に育む。なお、年間授業週数を 35 時間で計画しているため、計画は 35 時間とする。【35

時間】. 
 
  (ｲ)教師の組織的な研究活動 

原則２週間に１回、上記(ｱ)を効果的に進めるため、理論や実践に関する研修及び研究（個々の児童の

理解度やつまずき等に関する分析・協議、それを踏まえた指導及び支援方法の検討・開発など）を行

う【20 時間】 
 
 



３．教育課程表

※教育課程表における１単位時間は45分としてください。

第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

850 910 980 1015 1015 1015 上段…変更後の授業時数

(850) (910) (980) (1015) (1015) (1015) 中段…学校教育法施行規則に定める標準授業時数

0 0 0 0 0 0 下段…授業時数の増減（自動入力）

306 315 245 225 161 161

(306) (315) (245) (245) (175) (175)

0 0 0 -20 -14 -14

70 83 92 97

(70) (90) (100) (105)

0 -7 -8 -8

136 175 175 175 175 175

(136) (175) (175) (175) (175) (175)

0 0 0 0 0 0

90 97 97 97

(90) (105) (105) (105)

0 -8 -8 -8

102 105

(102) (105)

0 0

68 70 60 57 48 48

(68) (70) (60) (60) (50) (50)

0 0 0 -3 -2 -2

68 70 60 57 48 48

(68) (70) (60) (60) (50) (50)

0 0 0 -3 -2 -2

57 52

(60) (55)

-3 -3

102 105 105 97 83 83

(102) (105) (105) (105) (90) (90)

0 0 0 -8 -7 -7

65 65

(70) (70)

-5 -5

34 35 35 35 35 35

(34) (35) (35) (35) (35) (35)

0 0 0 0 0 0

35 35

(35) (35)

0 0

70 64 64 64

(70) (70) (70) (70)

0 -6 -6 -6

34 35 35 35 35 35

(34) (35) (35) (35) (35) (35)

0 0 0 0 0 0

+35 +35 +35

(0) (0) (0) (0) (0) (0)

0 0 0 +35 +35 +35

+20 +20 +20

(0) (0) (0) (0) (0) (0)

0 0 0 +20 +20 +20

←新設教科等を設ける場合、
  名称及び各学年の授業時数を記載してください。

- -

児童生徒の資質能力の育成に
特に資する教育活動
（裁量的な時間）

教師の組織的な研究活動
（裁量的な時間）

- -

- -- -

- -

- -

- - - -

- - - -

総合的な学習の時間
の授業時数

特別活動の授業時数

特別の教科である道徳
の授業時数

外国語活動の授業時数

学年

合計

各教科の授業時数

国語

社会

算数

理科

生活

音楽

図画工作

家庭

体育

外国語 - -


